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4. iCD取組みの効果及び今後予定する効果内容

4.1効果のあった項目 効果内容

iCDベースの「タスク×スキル体系」及び育成プログラムにより、効果的、

効率的に自身の技術力向上を図れるようになり、モチベーションアップ
に繋がった。

技術力強化

4.2効果を予定している項目 予定している効果内容

iCDベースでの「タスク×スキル体系」により、自身が遂行すべきタスク

や必要なスキルのみならず、将来的なキャリアパスも明確にし、さらな
るモチベーションアップを図る。

明確なキャリアパス

iCDの活用や「iCD Silver Plus」認証取得など、アシストの取組みや実績
を対外的にアピールすることで、アシスト価値の訴求を強化できた。

アシスト価値の
訴求強化

iCDベースの「マイスター認定制度」を制定し、運用を開始することで、
アシスト最大の強みである「顧客対応のDNA」を継承する人材を継続
的に育成・輩出できるようになった。

iCDベースでの「タスク×スキル体系」により、中長期を見越した人材育

成を効率的、効果的に推進できるようになった。また、育成方針を全
社で共有できた。

育成方針の明確化

技術サービス力
強化

「マイスター認定制度」により、スペシャリストに求められる「タスク×ス
キル」が明確となり、パッケージソフトに偏らないスキル習得の必要性
が広く認知された。積極的な技術習得につながる環境が整備できたこ
とで、技術サービス力も強化された。

顧客対応DNAの
継承

トップ技術者の顕在化と
社内外へのアピール

トップ技術者の人物像、役割、必要タスク(iCD)、働き方を見える化/明
確化することで、「顧客対応のDNA」「高品質な技術力」という経営テー
マ2点を永続的に継承する仕組みを構築できた。トップ技術者を目指

す社員へのモチベーションアップ、技術者の活性化にも繋がった。社
外に対しては、高品質な技術力を明示できるようになった。



5. iCD活用に対する現場からの評価の声

「お客様の最高のために」
「超メーカー」
「アシスト価値の訴求強化」
「選ばれるアシスト、選ばれ続けるアシスト（選続アシスト）」
といったアシストの目標、戦略を現場で実現するスペシャリストを育
成する取組みとして素晴らしい。
IT戦略にのっとり「As IsとTo Be」、アシストの未来や将来を見据えた
体系となっている。

技術者の専門スキル向上に繋がるタスク×スキル体系が明確化さ
れた。プロダクト依存でないという点も良い。

次世代のアシストをリードする高度な専門的技術スキルを持つ技術
者を育成する仕組みとなっている。

アシストの3分野（運用、DB、BI）において、製品技術だけでなく分野
のスペシャリストとして、高度かつ幅広い知識と実績を持つ人財を育
成する制度となっている。

アシストが今後新たに取り組んでいくべき技術テーマをリードできる
人財の育成が可能となる。

「マイスター」を目指すためにはどのようなことができればよいのか、
何を学べばよいのかが明確化されているのでモチベーションの一つ
となる。

経営者

現場リーダー

社員



6. iCD取組みの効果

■効果項目：アシスト価値の訴求強化

iCDの活用や「iCD Silver Plus」認証取得など、アシストの取組みや実績を対外的にアピールす
ることで、アシスト価値の訴求を強化できた。

「お客様の最高のために」「選ばれるアシスト、選ばれ続けるアシスト(選続アシスト)」というス
ローガンのもと、従来から「アシスト価値の訴求強化」が求められていた。

具体的には、次のような活動を推進した。

・「iCD活用企業認証」で、2016年に「iCD Silver」 (具体的な活用を開始)、2017年に「iCD
Silver Plus」 (先進的な取り組み）を取得。アシストが技術者育成に力を入れている企業であ
ることをお客様を含めて対外的にアピールした。
・「iCDオフィシャルサイト」のiCD連係情報ページに「研修」「書籍」の「情報提供事業者」として
登録し、Oracle,JP1等の研修を提供している会社であることをアピールした。実際にこのペー
ジを見て問い合わせを頂くケースもあったほか、 「情報提供事業者」でなければ取引できな
いというお客様に対して研修ビジネスを継続することも可能となった。
・マイスター第一号によるお客様訪問/支援、各種メディアへの掲載、社内外技術活動への
参加などを通じて、アシスト価値を訴求した。
・「スキル標準ユーザーズカンファレンス」に登壇し、アシストの取組みをアピールした。実際
に問い合わせを頂き、情報交換のみならず、研修ビジネスの機会（Oracle研修案件）を獲得
することもあった。



6. iCD取組みの効果

■効果項目：顧客対応DNAの継承

iCDベースの「マイスター認定制度」を制定し、運用を開始することで、アシスト最大の強みで
ある「顧客対応のDNA」を継承する人材を継続的に育成・輩出できるようになった。

創業（1972年）以来、お客様への支援を通じて経験や技術を蓄積し、膨大な実績を残してき

たが、「めげない・にげない・あまり儲けない」の精神を自ら体現し継続できる技術者の育成と
継承が求められていた。そこでiCDをベースにマイスター認定制度を制定した（認定方針は以
下の図を参照）。
具体的には、アシストの顧客対応DNAとは何か、iCDタスクも含めマイスターにはどのような

要素が必要かを明確化。認定を年一回実施することで、マイスターを継続的に育成・輩出で
きるようになった。



6. iCD取組みの効果

■効果項目：トップ技術者の顕在化と社内外へのアピール

トップ技術者の人物像、役割、必要タスク(iCD)、働き方を見える化/明確化することで、「顧客
対応のDNA」「高品質な技術力」という経営テーマ2点を永続的に継承する仕組みができた。

トップ技術者を目指す社員へのモチベーションアップ、技術者の活性化にも繋がった。社外に
対しては、高品質な技術力を明示できるようになった。

「お客様の最高のために」「選ばれるアシスト、選ばれ続けるアシスト（選続アシスト）」という
スローガンのもと、「選ばれ続ける技術者」の育成、高度な技術支援力/高度な専門職の輩出
が求められていた。

マイスター認定制度では、以下のような活動や役割も定義した。
＜活動＞
マイスターキャラバン： 若手技術者向けに、案件創出からプロジェクトの推進、お客様に提供
できた価値などの経験を伝承する。
マイスター活動報告：マイスターとしてどのような活動や振舞ができているか年2回中間・最
終報告。イントラネット上で全社に公開する。
社外活動：データを活用した共創に共感できる人とのネットワーク作りとメディア対応の推進。
＜役割＞
トップ技術者：DB関連製品を中心とした新製品、ソリューションの検討アドバイザ役。マイス
ター後継者を育成するための企画を支援していく。

これらの定義により、以下の効果を得られた。
社員に対して：トップ技術者に必要な人物像、役割、タスク(iCD)、働き方を見える化/明確化し
たことで、トップ技術者を目指すモチベーションアップ、技術者の活性化に繋がった。
経営に対して：「顧客対応のDNA」「高品質な技術力」を永続的に継承する仕組みができたこ
とでiCDタスクに関する理解、技術者としての到達点、および育成プロセス、将来展望を全社
で共有することができた。アシスト技術者のブランド化も図れた。

社外に対して：高品質な技術力をお客様にも明示できるようになった。また、「スキル標準
ユーザーズカンファレンス」等での講演、「iCD Siver Plus」s証取得、iCDオフィシャルサイト
（IPA）での研修の「情報提供事業者提供事業者への登録などを通じて、お客様先でアシスト
の取組みを説明する機会も増え、iCDの普及に貢献できた。



6. iCD取組みの効果

■効果項目：育成方針の明確化

iCDベースでの「タスク×スキル体系」により、中長期を見越した人材育成を効率的、効果的
に推進できるようになった。また、育成方針を全社で共有できた。

従来は、全社共通のスキル標準や技術者のあるべき姿等が統一されておらず、育成方針も
部門や地区によって異なっていた。「高品質な技術支援力」を持った技術者育成のための全
社方針が必要となっていた。

「マイスター制度」と「タスク×スキル体系」の構築にあたっては、全国の技術部長全員で設
計に取り組むことにより、 iCDタスクに対する理解、技術者としての到達点、育成プロセス、将
来展望（次にマイスターにするのは誰で、どう育成するか等）を共有していった。



6. iCD取組みの効果

■効果項目：技術サービス力強化

「マイスター認定制度」により、スペシャリストに求められる「タスク×スキル」が明確となり、
パッケージソフトに偏らないスキル習得の必要性が広く認知された。積極的な技術習得につ
ながる環境が整備できたことで、技術サービス力も強化された。

従来は、Oracle、JP1、Qlikなど、製品技術を極める傾向が強かったが、お客様のニーズに
120%お応えするには、お客様のビジネス環境も理解した、パッケージソフトに偏らない技術
力、対応力が求められるようになっていた。「顧客対応DNA」を備え、顧客ニーズに期待以上
に応えられるスペシャリストの育成が求められていた。

「マイスター認定制度」は、以下のような方針で運用している。
・iCDベースのタスク遂行（BI/DB/運用マイスター）基準による評価を実施し、マイスター候補
者が基準を意識してタスクを遂行できる案件・業務を経験させる。

・必須資格を設け、年間計画で必要研修・資格費用などを予算化し、積極的に受講・受験さ
せる。

これらの方針を徹底することで、次のような効果を期待できる。

・次期マイスターの育成過程を見ることで、候補者以外の社員のモチベーションもあがり、マ
イスター候補者も一目置かれる技術者として育っていく。
・マイスター候補者自身が、それに相応しい技術力・人柄を身につけていく。
・目指すべき人物像が社員の間でも浸透、共有され士気も上がる。



6. iCD取組みの効果

■効果項目：技術力強化

iCDベースの「タスク×スキル体系」及び育成プログラムにより、効果的、効率的に自身の技
術力向上を図れるようになり、モチベーションアップに繋がった。

全社的には、マイスター（及び全技術者）に必要な「iCDタスク×スキル」やマイスター認定者

のメッセージなどをイントラ上に公開したほか、キックオフミーティング時の表彰、各オフィス
受付でのマイスター紹介掲示なども行うようにした。また、お客様向けには、「全国キャラバ
ン」を展開し、どのようにマイスターになりえたかをテーマに講演するなど、技術力をアピール
している。

従来から社員は、「選ばれるアシスト」「選ばれる技術者」という目標は理解していたが、どう
やったらそのような技術者になれるのか、ロールモデルが明確化されていなかった。


